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４－１．報告書（提言）とガイドラインの構成 １ 

避難支援アプリの機能に関する検討会報告書（提 言） 

避難支援アプリ作成ガイドライン 
( 初 版 ) 

データの整備、アプリ端末の高度化、GPS精度の向上 など 状況 

開発 

実 

現 

機 

能 

現状、データ整備や技術面において実現の可
能性が高い機能、機能搭載を推奨する機能 
(1) 防災情報のプッシュ通信受信 
(2) プッシュ通知情報の表示 
(3) 危険性判断 
(4) 避難先の情報表示 
(5) 通信障害対応 

現状は実現に課題があるが、将来的に実現
が望まれる機能 
【地域版機能】より詳細な地域情報を踏まえた機能 
(1) 適切な避難方向や経路の表示 
(2) リアルタイム情報の表示 

(1) 分かりやすい機能  （操作性、視認性） 
(2) 外国人への配慮   （分かり易い地図、多言語標記） 

第1段階：基本機能の実現 
（全国利用を考慮した開発） 

第2段階：拡張機能の実現 
（地域特性を考慮した開発） 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

と
提
言 

避難支援アプリ開発者 防災情報等のデータ整備者 利用 

検討会のとりまとめ結果、今後取り組んでいくべき事項について、報告書（提言）として作成し、現状において、データ整
備や技術面において実現の可能性が高いアプリ機能や必要な防災情報をガイドラインとして示し、アプリの開発促進や
防災データの整備促進を図っていく。 

状況の変化（データ整備、技術 
改善）を踏まえ、見直しを検討 



４－２．避難支援アプリの機能に関する検討会 提言 ２ 

 

 
 

 
 

構成案 

1. はじめに 

2. 避難支援アプリの必要性 

3. 避難支援アプリに実現すべき機能  

4. 機能実現に必要なデータ 

5. 機能実現による将来像 

6. 今後の取組 

7. おわりに 

8. 参考資料 

 (1)開発事業者調査結果 

 (2)利用者ヒアリング調査結果 

 (3)自治体調査結果 

 (4)防災アプリ機能調査結果 

避難支援アプリの機能に関する検討会 提言 



４－３．避難支援アプリ作成ガイドライン ３ 

 

 
 

 

構成案  
 

1．ガイドラインの背景・目的 
2．避難支援アプリとは 

(1) 概要 
(2) 利用場面 

3．避難支援アプリで実現する機能の整理 
(1) 機能体系 
(2) 各機能の概要 

4．避難支援アプリで利用する防災情報・防災データの整理 
(1) 警報等の文字データ 
(2) 地図の空間情報データ 

5．避難支援アプリの利用に関する留意点 
(1) 防災情報・防災データの利用上の留意点 
(2) 地図データや位置情報の精度 
(3) 利用者への留意事項や規約の周知 

6．参考資料 
(1) 防災情報・防災データ調査結果整理表 

避難支援アプリ作成ガイドライン 


